
今
後
の
活
動
に
向
け

会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

総
会
に
て
提
案
し
ま
し
た
が
、
理
事
会

で
検
討
を
重
ね
、
こ
の
度
実
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
の
価
値
観
や
志
向
の
変

化
・
多
様
化
に
ど
う
応
え
て
い
く
か
な

ど
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
は
い
く
つ
か
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
皆
様
の
ご

意
見
を
伺
い
、
今
後
の
活
動
に
生
か
す

べ
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

ま
た
、
広
報
活
動
を
効
率
的
に
行
う

た
め
、
そ
の
ツ
ー
ル
と
な
る
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
も
伺

い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
支
部
だ
よ
り

今
号
に
同
封
し
ま
す
。
記
入
い
た
だ
き

３
月
末
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

２
０
２
２
年
度
新
入
会
員

歓
迎
昼
食
会
和
や
か
に
開
催

１
月
25
日
、
10
年
に
１
度
の
強
烈
寒

波
の
中
、
東
天
紅
上
野
店
に
て
、
新
入

会
員
お
よ
び
地
区
倶
楽
部
代
表
、
理
事
、

事
務
局
長
の
14
名
で
、
記
念
す
べ
き

〝
第
１
回
〟
の
新
入
会
員
歓
迎
昼
食
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
新
入
会
員
の
方
々
か
ら
自
己
紹

介
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
金
政
支
部
長

か
ら
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
組
織
、
支
部
・
地
区
倶

楽
部
・
同
好
会
の
各
活
動
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
食
事
・
歓

談
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
新
入
会
員

か
ら
は
「
も
っ
と
先
輩
か
ら
入
会
の
お

声
が
け
を
し
て
は
ど
う
か
」「
今
日
は

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
良
か

っ
た
」
な
ど
率
直
な
声
も
出
て
、
和
や

か
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
昨
年
度
と
今
年
度
12
月
ま

で
の
入
会
者
39
名
に
案
内
状
を
お
送
り

し
、
９
名
（
う
ち
２
名
は
取
消
）
か
ら

出
席
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出

席
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
中
村　

仁
一
さ
ん
（
湘
南
）

○
鈴
木　

啓よ
し

之ゆ
き

さ
ん
（
東
京
２
３
）

○
藤
本　

雅つ
ね

子こ

さ
ん
（
湘
南
）

○
栗
林　

泰
夫
さ
ん
（
東
京
２
３
）

○
山
田　

章
好
さ
ん
（
常
磐
）

○
平
尾　

直
樹
さ
ん
（
東
京
２
３
）

○
菅
原　

敬
子
さ
ん
（
東
京
２
３
）

な
お
、
欠
席
の
方
々
に
も
こ
の
昼
食

会
で
お
渡
し
し
た
「
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
ご
案

内
」
と
支
部
会
則
を
送
付
し
ま
し
た
。

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

『
我
が
街
紹
介
・
花
シ
リ
ー
ズ
』

石
神
井
川
の
桜
並
木
と

�

豊
島
氏
一
族
が
夢
の
跡
（
再
掲
載
）

駅
を
出
る
と
目
の
前
が
石
神
井
川
。

知
る
人
ぞ
知
る
都
内
で
も
有
数
の
桜
の

名
所
を
堪
能
し
、
都
立
石
神
井
公
園
へ
。

平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
勢

力
を
誇
っ
て
い
た
豊
島
氏
の
居
城
の
一

つ
、
石
神
井
城
跡
と
由
緒
あ
る
寺
社
を

巡
り
、
歴
史
と
武
蔵
野
の
自
然
景
観
を
、

お
馴
染
み
の
歴
史
ガ
イ
ド
、
野
萩
勝
利

さ
ん
と
楽
し
み
ま
す
。

期
日　

３
月
30
日
㈭

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

＊
募
集
要
項
は
支
部
だ
よ
り
１
月
号
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

福
生
市
と
多
摩
川
沿
い
の

�

桜
並
木
を
楽
し
む
（
再
掲
載
）

福ふ
っ
さ生
市
内
に
は
玉
川
上
水
が
流
れ
、

春
に
は
多
摩
川
沿
い
の
２
㎞
の
並
木
や

市
内
随
所
に
桜
が
咲
き
誇
り
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
に
湧
き
出
る
地
下
水
を

使
っ
て
、
市
内
の
２
つ
の
酒
蔵
で
は
知

る
人
ぞ
知
る
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
な
ど
が

造
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
川
酒
造
場
で
は

酒
造
り
の
現
場
を
見
学
（
希
望
者
の
み
、

別
料
金
）し
、
敷
地
内
の
イ
タ
リ
ア
料

理
店
に
て
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
す
。

昼
食
後
は
、
競
技
カ
ル
タ
に
励
む
高

校
生
を
描
い
た
映
画
『
ち
は
や
ふ
る
』

の
ロ
ケ
地
と
も
な
っ
た
、
平
安
時
代
起

源
の
熊
川
神
社
を
詣
で
ま
す
。

期
日　

３
月
31
日
㈮　

荒
天
中
止

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

＊
募
集
要
項
は
支
部
だ
よ
り
１
月
号
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

北
関
東
倶
楽
部
設
立
15
周
年
記
念

�

総
会
・
親
睦
会

総
会
と
懇
親
会
を
北
関
東
倶
楽
部
設

立
15
周
年
記
念
も
兼
ね
開
催
い
た
し
ま

す
。
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
報
告
や
、
楽
し
い
倶
楽
部
活
動

に
向
け
て
の
意
見
交
換
を
い
た
し
ま
す
。

当
倶
楽
部
の
会
員
の
皆
様
に
は
別
途
書

面
に
て
ご
案
内
と
出
欠
集
約
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
他
倶
楽
部
の
皆
様
の
懇

親
会
へ
の
ご
出
席
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
担
当
者
に
電
話
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

期
日　

�

４
月
10
日
㈪�

�

受
付
＝
10
時
30
分
～�

�

開
会
＝
11
時

会
場　

�

高
崎
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ

（
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
西
口
）

会
費　

３
０
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

落
合　

守
夫

�

☎
０
９
０
（
２
６
４
３
）
５
７
５
６

桜
の
名
所
と
城
下
町
佐
倉
散
策

佐
倉
は
江
戸
初
期
に
土
井
利
勝
が
築

城
し
、
城
下
町
を
整
備
。
そ
の
後
４
０

０
年
経
っ
た
今
で
も
史
跡
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
城
址
公
園
の
桜
と

芽
吹
き
の
新
緑
を
愛
で
な
が
ら
、
歴
史

探
訪
の
散
策
を
し
ま
す
。

期
日　

４
月
11
日
㈫

集
合　

京
成
佐
倉
駅
南
口　

９
時
30
分

行
程　

�

京
成
佐
倉
駅
🚶
佐
倉
城
址
公
園

の
桜
（
馬
出
空
堀
・
本
丸
跡
見

学
）
🚶
大
手
門
広
場
🚶
ひ
よ
ど

り
坂
🚶
武
家
屋
敷
巡
り
🚶
麻ま

賀か

多た

神
社
参
拝
🚶
塚
本
刀
剣
美
術

館
🚶
風
流
（
昼
食
後
解
散　

14

時
半
頃
）

定
員　

15
名

会
費　

４
０
０
０
円（
拝
観
料
・
昼
食
込
）

締
切　

３
月
31
日
㈮ 

主
催　

京
葉
倶
楽
部

担
当　

永
作　

房
江

�

☎
０
９
０
（
２
１
５
４
）
３
０
６
０

＊
雨
天
の
場
合
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
見
学
と
な
り
ま
す
。
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春
の
江
ノ
島
散
策

子
供
の
頃
一
度
は
訪
れ
た
こ
と
の
あ

る
江
ノ
島
。
潮
風
を
浴
び
な
が
ら
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
昼
食

は
「
冨
士
見
亭
」
の
お
刺
身
定
食
で
す
。

期
日　

４
月
19
日
㈬　

小
雨
決
行

集
合　

�

小
田
急
片
瀬
江
ノ
島
駅�

�

改
札
口
前　

10
時

行
程　

�

片
瀬
江
ノ
島
駅
🚶
弁
天
橋
🚶
弁

財
天
仲
見
世
通
り
🚶
江
島
神
社

（
辺
津
宮
・
中
津
宮
）
🚶
江
の

島
サ
ム
エ
ル
・
コ
ッ
キ
ン
グ
苑
・

シ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
展
望
灯
台
🚶

江
島
神
社
（
奥
津
宮
）
🚶
昼
食

🚶
江
の
島
岩
屋
（
第
１
・
第
２
）

🚶
稚
児
ヶ
淵
🚶
べ
ん
て
ん
丸
乗

り
場
⛴
弁
天
橋
桟
橋
（
14
時
30

分
頃
着
）

　
　

＊�

船
は
天
候
に
よ
り
欠
航
も
あ
る

の
で
、
当
日
判
断
し
ま
す
。

定
員　

20
名

会
費　

�

５
０
０
０
円
（
入
場
料
・
昼
食
・

船
・
ガ
イ
ド
・
保
険
込
）

締
切　

４
月
12
日
㈬　

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

中
島　

嘉
秋

�

☎
０
９
０
（
６
９
３
１
）
０
０
５
５

清
水
公
園
つ
つ
じ
鑑
賞
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

当
倶
楽
部
の
春
恒
例
の
親
睦
会
、
３

年
ぶ
り
の
開
催
で
す
。
新
緑
と
つ
つ
じ

を
愛
で
な
が
ら
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。
食
べ

て
語
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

４
月
20
日
㈭　

開
宴
11
時
30
分

集
合　

�

清
水
公
園
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
場

11
時
（
東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク

ラ
イ
ン
清
水
公
園
駅
徒
歩
10
分
）

会
費　

�

３
０
０
０
円
（
入
園
料
・
食
事
・

飲
み
物
・
保
険
込
）

締
切　

４
月
12
日
㈬

主
催　

常
磐
倶
楽
部

担
当　

村
松　

勝
己

�

☎
０
９
０
（
４
８
１
７
）
８
９
１
０

倶
楽
部
だ
よ
り

に
い
が
た
倶
楽
部

第
６
回
に
い
が
た
街
歩
き
（
報
告
）

旧齋藤家別邸の庭園にて

今
回
は
「
紅
葉
の
旧
齋
藤
家
別
邸
と

新
蕎
麦
を
楽
し
む
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
下
、
新
潟
市
の
中
心
街
で
、
目
と
舌

で
ゆ
っ
く
り
秋
を
味
わ
う
企
画
で
す
。

11
月
18
日
、
17
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。
新
潟
市
の
シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
に
集
合
し
、
中
心
街
の
名

所
で
あ
る
ど
っ
ぺ
り
坂
や
新
潟
大
神
宮
、

旧
日
銀
支
店
長
役
宅
に
立
ち
寄
り
、
今

回
の
目
的
地
、
旧
齋
藤
家
別
邸
に
到
着
。

国
指
定
の
名
勝
で
新
潟
三
大
財
閥
の
一

つ
齋
藤
家
が
大
正
時
代
に
迎
賓
を
目
的

に
建
設
し
ま
し
た
。
広
間
か
ら
見
え
る

庭
園
の
紅
葉
が
見
頃
で
、
抹
茶
と
和
菓

子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
深
ま
り
ゆ
く
秋

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

お
昼
の
食
事
は
名
店
「
藪
蕎
麦
」
の

昼
会
席
で
新
蕎
麦
を
堪
能
。
最
後
に
次

年
度
行
事
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
散

会
し
ま
し
た
。�

（
高
橋　

記
）

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

師
走
を
迎
え
た
３
日
、
３
年
ぶ
り
に

新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
26
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
こ
２
年
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
開
催
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
移
り
、
万
全
の
感
染

症
予
防
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
開

催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

会
は
佐
藤
正
代
表
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

熊
谷
伸
一
さ
ん
の
乾
杯
で
開
宴
と
な
り

ま
し
た
。
円
卓
を
囲
み
、
お
酒
と
料
理

を
た
く
さ
ん
味
わ
い
、
久
し
ぶ
り
に
会

っ
た
仲
間
と
歓
談
を
楽
し
み
、
田
中
淑

夫
さ
ん
の
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
帰
り
に
は
「
旅
の
絵
ご
よ
み
」
を

土
産
に
、
ま
た
５
月
の
総
会
で
再
会
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

�

（
小
林　

記
）

さ
き
た
ま
倶
楽
部

天
覧
山
と
能
仁
寺
の
紅
葉
狩
り（
報
告
）

11
月
25
日
、
小
春
日
和
の
青
空
の
下
、

他
倶
楽
部
か
ら
の
参
加
も
含
め
14
名
で

実
施
。
先
達
、
和
田
重
幸
さ
ん
の
名
ガ

イ
ド
で
東
飯
能
駅
を
出
発
し
ま
し
た
。

飯
能
は
埼
玉
県
唯
一
の
戊
辰
戦
争
の

戦
場
地
（
飯
能
戦
争
）。
渋
沢
栄
一
の

義
弟
で
養
子
で
も
あ
っ
た
渋
沢
平
九
郎

が
若
く
し
て
散
り
、
尾
高
惇
忠
ら
は
伊

香
保
に
逃
げ
助
か
っ
た
な
ど
、
大
河
ド

ラ
マ
を
彷
彿
と
さ
せ
る
歴
史
あ
る
地
で

す
。
昔
か
ら
絹
産
業
が
盛
ん
で
、
当
時

の
商
家
の
姿
を
残
す
「
店
蔵
絹
甚
」
を

見
学
。
屋
根
の
両
側
に
は
立
派
な
う
だ

つ
が
上
が
り
、
入
口
頭
上
の
太
い
人
見

梁
と
、
江
戸
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
土

蔵
造
り
は
一
見
の
価
値
あ
り
。

歩
を
進
め
、
い
よ
い
よ
天
覧
山
へ
。

明
治
天
皇
が
陸
軍
大
演
習
の
際
登
ら
れ

た
こ
と
か
ら
天
覧
山
と
呼
ば
れ
、
低
山

な
が
ら
眺
望
素
晴
ら
し
く
、
奥
武
蔵
・

奥
多
摩
の
山
々
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
遠

く
富
士
山
も
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
待
ち
か
ね
の
昼
食
は
、
薪
火
と
発

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

実
施
日

内　
　
　

容

主　

催

3
月

24
日
㈮

武
蔵
の
国
一
宮
氷
川
の
杜
「
観
桜
会
」

さ
き
た
ま

30
日
㈭

石
神
井
川
の
桜
並
木
と
豊
島
一
族
が
夢
の
跡

東
京
２
３

31
日
㈮

福
生
市
と
多
摩
川
沿
い
の
桜
並
木
を
楽
し
む

武
蔵
野

4
月

10
日
㈪

北
関
東
倶
楽
部
設
立
15
周
年
記
念
総
会
・
親
睦
会

北
関
東

11
日
㈫

桜
の
名
所
と
城
下
町
佐
倉
散
策

京　

葉

19
日
㈬

春
の
江
ノ
島
散
策

さ
き
た
ま

20
日
㈭

清
水
公
園
つ
つ
じ
鑑
賞
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

常　

磐

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

3
月

31
日
㈮

第
１
０
２
回
ゴ
ル
フ
会

小
田
原
湯
本
C
C

湘　

南

4
月

3
日
㈪

第
93
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
桜
花
杯
多
古
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
京　

葉

7
日
㈮

第
１
１
３
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

ザ
・
オ
ー
シ
ャ
ン
Ｇ
Ｃ

と
き
わ
路

19
日
㈬

第
１
３
６
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
C
C

な
ん
た
い
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酵
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｆ
ｅ
ｍ
ｙ
」。
野

菜
た
っ
ぷ
り
、
塩
糀
で
香
ば
し
い
鶏
ス

テ
ー
キ
、
熟
成
玄
米
ご
飯
は
味
わ
い
深

く
健
康
的
で
大
満
足
で
し
た
。

食
後
、
能
仁
寺
へ
。
室
町
時
代
創
建

で
徳
川
家
康
に
も
庇
護
さ
れ
、
さ
す
が

奥
武
蔵
の
名
刹
。
山
門
・
本
堂
を
は
じ

め
天
覧
山
斜
面
を
生
か
し
た
枯
山
水
の

壮
大
な
庭
園
は
必
見
。
真
っ
赤
な
紅も

み
じ葉

は
私
達
を
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

と
に
か
く
見
ど
こ
ろ
満
載
の
飯
能
。

帰
り
道
に
振
り
返
っ
た
ら
、
天
覧
山
が

夕
日
で
黄
金
色
に
輝
い
て
見
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。�

（
長
戸　

記
）

京

葉

倶

楽

部

鎌
倉
殿
の
13
人
・
・
・

�

義
時
の
足
跡
を
た
ど
る
（
報
告
）

11
月
29
日
、
曇
り
で
し
た
が
、
こ
の

時
期
の
気
候
と
し
て
は
暖
か
い
日
で
し

た
。
鎌
倉
駅
に
16
名
が
集
合
し
、
鎌
倉

ガ
イ
ド
協
会
会
員
の
小
杉
氏
（
Ｂ
Ｏ
Ｂ

会
員
）
の
案
内
で
宝
戒
寺
を
見
学
後
、

「
千
花
庵
」
で
日
本
一
美
味
し
い
と
評

判
の
お
蕎
麦
を
い
た
だ
き
、
頼
朝
の
墓
、

義
時
法
華
堂
跡
と
回
り
、
今
回
の
一
番

の
見
所
、
覚
園
寺
へ
。
少
し
坂
道
で
皆

さ
ん
疲
労
が
見
え
始
め
ま
し
た
が
、
階

段
を
上
り
紅
葉
が
見
え
る
と
元
気
を
取

り
戻
し
、
愛
染
堂
・
地
蔵
堂
・
旧
内
海

家
・
薬
師
堂
と
巡
り
、
紅
葉
の
前
で
記

念
撮
影
。
ま
た
少
し
戻
っ
て
永よ

う

福ふ
く

寺じ

跡

を
見
た
後
、
路
線
バ
ス
で
最
終
見
学
地

の
鶴
岡
八
幡
宮
へ
。
今
回
は
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
載
っ
て
い
な
い
情
報
も
披
露
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

（
山
崎　

記
）

北
関
東
倶
楽
部

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

12
月
５
日
、
谷
川
温
泉
「
金
盛
館
せ

せ
ら
ぎ
」
で
本
年
度
倶
楽
部
行
事
計
画

最
後
の
忘
年
懇
親
会
（
１
泊
２
日
）を

開
催
し
ま
し
た
。
さ
き
た
ま
倶
楽
部
か

ら
７
名
、
な
ん
た
い
倶
楽
部
か
ら
１
名

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
総
勢
30
名
で

３
年
ぶ
り
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
年
長
の
富
沢
紀
夫
さ
ん
の
ご
発
声

で
乾
杯
し
、
時
節
が
ら
各
自
手
酌
で
宴

が
開
始
さ
れ
、
情
報
が
途
絶
え
が
ち
な

コ
ロ
ナ
禍
中
の
話
や
懐
か
し
い
昔
話
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
感
染
予
防
に
気

を
つ
け
な
が
ら
の
会
食
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
消
毒
量
を
過
ぎ

た
頃
の
有
様
は
・
・
・
ご
想
像
に
お
任

せ
し
ま
す
。
こ
の
日
は
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ（
日
本
×
ク
ロ
ア
チ
ア
）

が
午
前
０
時
開
始
で
あ
っ
た
た
め
、
各

お
部
屋
で
応
援
観
戦
に
な
り
ま
し
た
。

翌
朝
は
眠
い
目
を
擦
り
な
が
ら
も
元

気
に
ホ
カ
ホ
カ
の
朝
食
を
い
た
だ
き
、

お
世
話
に
な
っ
た「
金
盛
館
せ
せ
ら
ぎ
」

さ
ん
に
感
謝
し
家
路
に
つ
き
ま
し
た
。

次
年
度
も
楽
し
い
行
事
計
画
を
策
定

し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
他
倶
楽

部
の
皆
様
方
、
気
楽
に
上
州
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
熱
烈
歓
迎
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

（
落
合　

記
）

な
ん
た
い
倶
楽
部

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

12
月
３
日
、
栃
木
県
庁
15
階
「
ダ
イ

ニ
ン
グ
十
五
家
」
に
て
、
恒
例
の
忘
年

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
十
分
な
コ
ロ
ナ

対
策
を
講
じ
て
、
常
識
あ
る
大
人
の
和

気
藹
々
と
し
た
楽
し
い
昼
食
懇
親
会
が

で
き
ま
し
た
。

当
倶
楽
部
会
員
52
名
中
32
名
も
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し

い
仲
間
が
一
堂
に
会
し
、
変
わ
ら
な
い

元
気
な
お
顔
に
出
会
え
て
、
テ
ー
ブ
ル

毎
に
い
ろ
い
ろ
な
話
題
で
話
も
笑
顔
も

弾
ん
で
い
ま
し
た
。�

（
船
山　

記
）

と
き
わ
路
倶
楽
部

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

12
月
13
日
、
３
年
ぶ
り
に
皆
さ
ん
に

お
会
い
で
き
ま
し
た
。
水
戸
駅
南
の
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
ホ
テ
ル
水
戸
の
チ
ャ
イ
ニ

ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
滬ふ

う

」
に
て
、
30
名

の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
会
員
は
も

ち
ろ
ん
他
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
や
近
隣
Ｊ

Ｔ
Ｂ
支
店
の
方
々
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

久
々
の
再
会
に
感
激
し
ま
し
た
。
寺
門

代
表
挨
拶
の
後
、
１
人
一
言
の
近
況
報

告
･･･
着
席
ベ
ー
ス
の
お
食
事
と
語
ら

い
を
楽
し
み
、
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
津
軽
三
味
線
の
生
演
奏
も
入
り
、

愉
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回

（
夏
の
懇
親
会
）
で
の
再
会
を
約
束
し

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。�

（
池
田　

記
）

東
京
２
３
倶
楽
部

『
我
が
街
紹
介
シ
リ
ー
ズ
』

�

晩
秋
の
世
田
谷
さ
ん
ぽ
（
報
告
）

師
走
の
６
日
、
小
雨
降
る
寒
さ
の
中
、

他
倶
楽
部
２
名
を
含
む
14
名
が
東
急
世

田
谷
線
宮
の
坂
駅
に
集
合
。「
古
代
か

ら
幕
末
へ
と
世
田
谷
の
歴
史
を
巡
り
ま

す
」
と
ガ
イ
ド
解
説
の
野
萩
勝
利
さ
ん

の
名
調
子
が
イ
ヤ
ホ
ン
か
ら
流
れ
ま
す
。

駅
近
く
の
世
田
谷
八
幡
宮
の
境
内
に

は
、
源
義
家
が
戦
地
か
ら
の
帰
途
に
士

卒
に
奉
祝
相
撲
を
取
ら
せ
た
と
言
わ
れ

る
立
派
な
土
俵
が
あ
り
ま
す
。

八
幡
宮
、
豪
徳
寺
、
城
址
公
園
等
こ

の
辺
り
一
帯
は
世
田
谷
の
領
主
で
あ
っ

た
吉
良
家
の
世
田
谷
城
の
一
部
で
あ
り
、

加
え
て
、
貝
塚
や
古
墳
が
発
見
さ
れ
て

お
り
、
石
器
時
代
に
人
々
が
住
ん
で
い

た
形
跡
が
あ
り
ま
す
。

豪
徳
寺
は
井
伊
直
孝
（
３
代
藩
主
）

と
猫
の
逸
話
か
ら
生
ま
れ
た
招
き
猫
が

有
名
で
す
が
、
訪
れ
た
時
は
井
伊
家
の

墓
所
周
辺
一
面
に
紅
葉
が
散
り
、
ま
る

で
絨
毯
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
で
し
た
。

紅
葉
を
愛
で
な
が
ら
烏
山
川
緑
道
に

沿
っ
て
歩
き
、
最
後
は
幕
末
に
活
躍
し

た
吉
田
松
陰
を
祀
っ
た
松
陰
神
社
へ
。

こ
こ
も
銀
杏
の
黄
葉
が
見
事
で
し
た
。

そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
ラ
ン
チ
は

地
元
で
人
気
の
隠
れ
家
風
ビ
ス
ト
ロ
で

南
欧
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
口
当
た

り
の
良
い
ワ
イ
ン
に
疲
れ
も
す
っ
飛
び
、

解
散
と
な
る
頃
に
は
雨
も
す
っ
か
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。�

（
富
澤　

記
）豪徳寺にて

同
好
会
だ
よ
り

菊

の

会

ご
一
緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

秋
た
け
な
わ
の
頃
、
身
近
な
所
で
菊

花
展
を
ご
覧
に
な
り
、
ふ
と
目
を
留
め
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て
そ
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
、
そ
ん

な
菊
花
の
美
し
さ
に
心
が
和
む
の
を
感

じ
て
菊
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。

菊
づ
く
り
は
、
１
人
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
日
々
わ
ず
か
な
時
間
で
も
、

優
し
い
気
持
ち
で
根
気
良
く
育
て
れ
ば
、

ど
ん
な
所
で
も
、
秋
に
は
必
ず
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
、
健
や
か
な
喜
び
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み

の
一
つ
と
し
て
、
菊
づ
く
り
の
醍
醐
味

に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
！

菊
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た

り
、
今
年
最
初
の
例
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

�

４
月
６
日
㈭　

11
時
～

場
所　

�

そ
ば
処
「
満
留
賀
」（
東
池
袋

１
丁
目
）

申
込　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局

興
味
を
感
じ
ら
れ
た
方
は
、
一
度
メ

ン
バ
ー
と
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご

連
絡
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
世
話
役　

長
谷
川
・
宮
嶋
・
北
垣
）

皐
月
会
（
俳
句
）

12
月
の
互
選
句

12
月
の
兼
題
は
「
年
の
瀬
・
自
由
」

終
バ
ス
の
無
口
を
乗
せ
て
年
の
暮
れ

�

高
宮　

澄
子

筑
波
嶺
の
社
彩
る
寒
椿

�

吉
田　

勝
彦

湯
に
浮
か
ぶ
柚
子
と
戯
れ
時
流
る

�

森
木　

茂
子

木
枯
ら
し
に
残
る
一
葉
や
ち
ぎ
れ
雲

�

富
岡　

遊
生

と
も
か
く
も
齢
重
ね
て
年
暮
れ
る

�

大
庭　

英
雄

縁
側
に
日
向
ぼ
っ
こ
の
猫
二
匹

�

田
中　

君
子

古
民
家
の
上
が
り
か
ま
ち
の
冷
た
さ
や

�

行
川　

春
枝

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

12
月
の
互
選
句

12
月
の
題
は
「
料
理
」

物
価
高
ワ
ン
コ
イ
ン
で
は
昼
食
え
ず

�

長
谷
川
正
榮

朝
刊
の
チ
ラ
シ
で
決
ま
る
晩
御
飯

�

手
塚　
　

実

見
て
楽
し
食
し
て
旨
い
日
本
食

�

岡
田　

秀
雄

冷
蔵
庫
中
身
一
掃
鍋
料
理

�

横
山　

信
之

換
気
扇
さ
て
は
お
隣
り
カ
レ
ー
だ
な

�

竹
田　

圭
子

物
価
高
遠
の
く
足
の
レ
ス
ト
ラ
ン

�

荒
井　

春
雄

無
理
無
駄
と
云
っ
て
手
料
理
し
な
い
女

�

丸
木　

正
登

�

（
手
塚　

記
）

会
員
だ
よ
り

ス
キ
ー
は
楽
し
い

�

に
い
が
た　

佐
藤　

正

今
年
、
年
男
で
す
。
ま
た
、
冬
が
や

っ
て
来
ま
し
た
。
新
潟
市
内
と
違
い
、

私
の
住
む
五
泉
市
は
積
雪
が
多
く
、
一

冬
に
３
～
４
回
は
家
周
り
を
除
雪
し
な

い
と
生
活
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
春
に

は
雪
崩
注
意
報
も
発
令
さ
れ
ま
す
。

そ
ん
な
雪
深
い
地
域
に
住
ん
で
い
る

せ
い
か
、
雪
は
嫌
い
で
す
。
が
、
ス
キ

ー
は
大
好
き
で
す
。
昨
年
検
査
入
院
し
、

強
い
運
動
は
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
と
な

り
、
そ
れ
ま
で
続
け
て
い
た
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
や
め
、
運
動
は
散
歩
程
度
で
済

ま
せ
て
い
ま
す
が
、
今
は
ス
キ
ー
に
は

ま
っ
て
い
ま
す
。
20
代
後
半
に
や
め
て

い
た
の
で
す
が
、
10
数
年
前
に
友
人
に

誘
わ
れ
た
こ
と
か
ら
今
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
の
時
、
ス
キ
ー
用
具
一
式
を
レ
ン
タ

ル
し
た
の
で
す
が
、
自
分
は
ま
だ
若
い

と
思
っ
て
い
た
の
に
、
店
員
か
ら
シ
ニ

ア
割
と
言
わ
れ
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
す
っ
か
り
火

が
付
き
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
け
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

果
た
し

て
ス
キ
ー

は
、
い
つ

ま
で
で
き

る
か
な
と

思
い
つ
つ
、

で
き
る
こ

と
に
感
謝

を
し
て
、

日
々
過
ご

し
て
お
り

ま
す
。新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
１
月
〉

横
浜
市�

森
谷　

祥
子
さ
ん

（
湘
南
倶
楽
部
）

お
客
様
紹
介
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

11
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

安
西
美
津
子	
五
十
嵐
隆	

市
川
佐
知
子

生
方
富
冶
夫	

大
竹
勝
也	

大
塚
恭
子

大
沼
一
夫	

奥
原
徹
男	
尾
野
通
男

鍛
治
栄
一	

加
藤
俊
明	
金
子　

宏

柬
理
信
宣	

菊
地
和
夫	
草
野
清
春

小
見
山
進	

齋
藤
正
司	

島
田　

稔

東
海
林
文
雄	

鈴
木
和
子	

須
田
孝
仁

土
屋　

實	

富
澤
好
乃	

中
村
武
夫

西
山
隆
夫	

原
田
清
孝	

松
村
啓
子

矢
部
和
郎	

山
田
武
久	

山
本
喜
一

行
平
武
雄	

吉
田
喜
一

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

五
十
嵐
隆	

岩
﨑
信
一
郎	

木
次
昌
紀

九
郷
臣
二	

小
林
哲
二	

酒
井
政
子

佐
野
孝
雄	

佐
野
弘
佳	

茂
原
史
則

庄　

達
夫	

新
屋
雅
秀	

鈴
木
茂
芳

須　

藤
昇	

曽
我
和
恵	

土
屋
洋
一

中
島
嘉
秋	

二
階
堂
晋
一	

西
袋
哲
也

野
口
正
太
郎	

萩
原
栄
亮	

濱
野
キ
ヨ
子

藤
田　

勝	

山
本
敦
子	

鷲
澤
典
子

◆
お
せ
ち
の
鉄
人
◆

五
十
嵐
隆	

石
井
久
雄	

大
塚
恭
子

大
林
明
彦	

加
藤
俊
明	

木
次
昌
紀

木
部
八
千
代	

栗
林
泰
夫	

小
見
山
進

斉
藤
正
夫	

酒
井
政
子	

篠
﨑
雅
士

鈴
木
恵
子	

鈴
木
茂
芳	

田
村
邦
夫

戸
塚
武
雄	

並
木　

清	

西
山
恒
夫

野
崎
正
治	

萩
原
栄
亮	

橋
本
恵
美
子

増
田　

信	

松
本　

一 	

水
島
邦
男

山
本　

巌

12
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

赤
沼
袈
裟
寿	

五
十
嵐
隆	

五
十
嵐
雪
雄

市
川
佐
知
子	

岩
﨑
信
一
郎	

上
野
治
男

小
曽
根
利
文	

栗
田　

保	

郡
司
光
恭

小
林
富
子	

小
見
山
進	

鈴
木
栄
一

鈴
木
和
子	

高
橋
宏
之	

鶴
岡
克
己

外
川
宇
八	

戸
倉　

高	

中
島
嘉
秋

濱
野
キ
ヨ
子	

林　
　

守	

福
室
眞
千
子

船
塚
和
雄	

本
荘
大
紀	

矢
部
和
郎

山
本　

怜

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

会
田
三
重
子	

赤
坂
治
子	

新
井
京
子

池
田　

勇	

井
上
恵
司	

岩
瀬
正
夫

内
田
寛
治	

久
能
木
英
子	

小
林
哲
二

小
林
由
紀
夫	

齋
藤
和
夫	

斉
藤
寛
子

佐
野
弘
佳	

塩
野
ま
す
み	

東
海
林
文
雄

曽
我
和
恵	

田
口
栄
治	

中
島
嘉
秋

中
村
雄
征	

奈
良　

晋	

西
袋
哲
也

西
袋
文
枝	

野
瀬
ゆ
う
子	

橋
本
紀
子

牧　

健
郎	

水
野
敏
博	

行
平
武
雄

鷲
澤
典
子

◆
お
せ
ち
の
鉄
人
◆

安
喰
史
朗	

五
十
嵐
隆	

榎
本
宗
輔

金
指
征
治	

国
松
千
恵
子	

嶋
田　

猛

鈴
木
恵
子	

田
嶋
美
枝
子	

千
原
嗣
朗

牧　

健
郎お

知

ら

せ

お
詫
び

支
部
だ
よ
り
12
月
号
の
新
入
会
員
ご

紹
介
欄
の
中
で
、
平
尾
直
樹
さ
ん
の
お

名
前
の
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

訃

報

茂
手
木　

進
さ
ん　
（
82
歳
）

�

令
和
３
年　
　
　
　

岩
崎　

憲
雄
さ
ん　
（
83
歳
）

�

令
和
４
年
10
月
25
日

小
泉　

清
信
さ
ん　
（
80
歳
）

�

令
和
４
年
11
月
１
日

下
長
根
春
生
さ
ん　
（
92
歳
）

�

令
和
４
年
11
月
30
日

横
溝　

明
雄
さ
ん　
（
88
歳
）

�

令
和
４
年
12
月
13
日

井
田　

英
明
さ
ん　
（
72
歳
）

�

令
和
４
年
12
月
14
日

蘆
澤　
　

順
さ
ん　
（
83
歳
）

�

令
和
４
年
12
月
18
日

廣
田　

康
次
さ
ん　
（
79
歳
）

�

令
和
４
年
12
月
18
日

萩
原　

芳
広
さ
ん　
（
82
歳
）

�

令
和
５
年
１
月
15
日

阿
部　
　

徳
さ
ん　
（
81
歳
）

�

令
和
５
年
１
月
15
日

若
月　
　

悟
さ
ん　
（
72
歳
）

�

令
和
５
年
１
月
16
日

謹
ん
で
心
か
ら

�

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
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